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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 (A1ST)/ 独 
立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 (NITE) か ら ， 工業 標準 原案 を 具 して 日 本 工業規格 を 制定す ベ きとの 申 出 
が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格の 一部 力 ^\ 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISSOO;52 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法 
附属 書 2 (参考） 日本語文字 サイズの 寸法と その 例 



(I) 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
視覚 表 71^ 物 一 

日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定 方法 

Guidelines for the elderly and people with disabilities- 
Visual signs and displays- 
Estimation of minimum legible size for a Japanese single character 



序文 文字情報 は 情報技術 （IT) 時代の 社会生活に と つて 必要 不可欠で ある に も かかわ ら ず， 様々 な 形 • 
サイズで 表示 • 印刷され るた め， 特に 年齢と ともに 視力の 低下す る 高齢者に とって 読み づ らい 文字が 表示 
されて いる 場合が 多い。 この 規格 は， 標識， 表示 ラベル， パンフレット を はじめと する 視覚 表示物に 用い 
る 文字 を 設計す る 際の 指針と して， 多様な 文字の 最小 可読 サイズ を 定量 的に 推定す る 方法 を 示した もので 
ある。 この 規格の 制定 を 第一歩と して， 日常生活 におけるより 多くの 人に 対して， 読みやすい 適切な 文字 
環境が 実現す る こ と を 期待す る。 

I. 適用 範囲 この 規格 は， 若年 者から 高齢者までの 任意の 年齢の 観測 対象 者 （以下， 対象 者と いう。） が、 
様々 な 環境 下で 平仮名， 片仮名， アラビア数字， 及び 漢字の 日本語文字の 1 文字 を 読む ことので きる 最小 
の 文字 サイズの 推定 方法に ついて 規定す る。 対象と する 文字 は， 明るい 背景に 暗い 文字で 表示され， かつ， 
白地に 黒の ような 高い コントラストで 表示され た 明朝体 及び ゴシック 体の 二つの 書体であって， 標識， 表 
示 ラベル， パンフレット を はじめと する 視覚 表示物に 用いる ものと する。 ただし， ドット 式の 電子 ディ ス 
プレイで 表示され る 文字 は 除く。 

なお， アルファベット は 対象と しないが， 平仮名， 片仮名， 及び アラビア数字 に準じて 最小の 文字 サイ 
ズを 推定しても よい。 

備考 1. この 規格で は， 対象 者 を 10 歳から 80 歳までの 任意の 年齢の 人と し， これらの 対象 者で 視覚 
的 病歴の ない 健 常な 人が 80 % の 正答率で 読み取れる 最小の 文字 サイズが 推定で きる。 

2, こ の 規格で は， 対象 者が 5 m の視 距離で 視力 矯正 を し た 場合に 最大 視力 を もつ よ う に 矯正 し 
た 目に 対して， 読み取れる 最小の 文字 サイズが 推定で きる。 ただし， 5 m 以外の 視 距離に お 
いて 矯正した 場合 はこの 限りで はない。 例えば， 5 m より 近距離で 矯正した 場合 は， 近距離 
では この 規格で 推定す る 文字 サイズよ り も 小さい 文字で も 読む こ とがで きる。 

3. この 規格の 參考 として， 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法 を 附属 書 1 (参考） に， 及び 曰 本 
語 文字 サイズの 寸法と その 例 を 附属 書 2 (參考 ） に 示す。 



，作拖 法に よ り 断での 複製， 'I ぉ截等 は 禁止され ており ます。 
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2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIST7309 視力検査 装置 
JISZ8113 照明 用語 
JISZ 8305 活字の 基準 寸法 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISZ8ri3 による ほ 力、， 次に よる。 

a) 視力 JIST 7309 で 定義され た ランドルト 環視 標を 用い， その 視標の 切れ目が 見分けられる 最小の 幅 
に対する 対象 者からの 角度 （分） で， その 逆数で 表す。 

b) ランドルト 環 JIST7309 で 規定す る 視力検査 装置に おいて， 視力 測定に 用いられる 視標。 
C) 視 距離 対象 者の 目から， 見る 対象 物までの 距離。 メートル （m) で 表す。 

d) 輝度 補正 係数 lOOcd/m 2 を 基準と して， 視力に 及ぼす 輝度の 影響 を 補正す るた めの 係数。 

e) 文字 サイズ JISZ 8305 で 規定す る 文字の 大きさで， ポイントで 表す。 

サイズ 係数 視 距離 D (m) における 視力 [^を 用いて， ZVr で 定義す る 量。 該当する 観測 条件に おけ 

る 視覚の 最小 分解能に 対応す る。 
g) 最小 可読 文字 サイズ 対象と する 観測 条件に おいて， 平仮名， 片仮名， アラビア数字， 及び 漢字の 日 

本 語 文字 1 文字 を 80 % 以上の 正答率で 読む ことので きる 最小の 文字 サイズで， ポイントで 表す。 



4. 観測 条件 観測 条件 は， 次のと おりと し， それぞれの 範囲に おける 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 
を 推定す る。 

a) 対象 者の 年齢 対象 者の 年齢 は， 10 歳から 80 歳までと する。 

b) 視 距離 視 距離 は， 0.2ni から lOOm までとする。 

C) 輝度 輝度 は， 0.01 cd/m 2 から 3 000 cd/m2 までとす る。 ここで 輝度と は， 文字 以外の 背景の 輝度 をい 

う。 

5. 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定 方法 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ は， 次の 手順で 推定す 

る。 

a) 対象 者の 年齢 及び 視 距離に よる 輝度 100 cd/ni2 における 視力 K 。を， 付表 1 から 求める。 

b) 付表 1 を 用いて， 観測 条件の 輝度ん （cd/m 2 ) に 対応す る 輝度 補正 係数ん を 求め， a) で 求めた 視力 Vo 
を， 式 (1) によって 補正す る。 

ド"、 (0 

ここに， 観測 条件に おける 視力 
k ： 輝度 補正 係数 

に。 ： 対象 者の 年齢 及び 視 距離に よる 輝度 100cd/m2 における 
視力 

C) サイズ 係数 S を， 式 (2) によって 求める。 

ここに， サイズ 係数 

D ： 視 距離 （m) 
に： 観測 条件に おける 視力 
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d) 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ/^ 胃 （ポイント） を， サイズ 係数 及び 表 1 の 係数 を 用いて， 式 (3) 
によって 求める。 

ぺ誦 + わ (3) 

ここに， ： 最小 可読 文字 サイ ズ （ポイント） 

a ： 表 1 に 示される 係数 

5： サイズ 係数 

わ： 表 1 に 示される 係数 



表 1 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ を 求める 計算 式の 係数 



日本語文字 種類 


a 


h 


明朝体 


平仮名， 
片仮名， 
アラビア数字 


8.2 


2.6 


漢字 5〜10 画 


9.6 


2.8 


漢字 n〜i5 画 


9.6 


3.6 


ゴシッ ク体 


平仮名， 
片仮名， 
アラビア数字 


6.4 


3.0 


漢字 5〜10 画 


8,1 


3.4 


漢字 11〜15 画 


8.6 


4.1 



備考 付表 1 及び 付表 2 に 該当する 条件がない 場合 は， 付表 1 に関して は 対象 者の 年齢 を 線形に 内 

分す る 内挿 法， 付表 2 に関して は 距離の 対数 を 線形に 内分す る 内挿 法に よって 該当する 値 を 得 

る。 

参考 アルファベット は 平仮名 • 片仮名 • アラビア数字に， 漢字 1〜4 画 は 漢字 5〜10 画に， 漢字 16 

画 以上 は 漢字 U 〜 1 5 画に そ れぞれ 準 じて 用いても よい。 

6. 記録 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定に 当たって は， 必要に応じて 次の 項目 を 記録して おく こ 
とが 望ましい。 

a) 対象 者の 年齢 
例 68 歳 

b) 観測 条件 

例 視 距離 0.5 m, 輝度 10cd/m2 
C) 推定 結果 

例 ゴシック 体 漢字 8 画 17.3 ポイント 

7. 最小 可読 文字 サイズ 推定 結果の 取扱いに 関する 注意事項 この 規格に よって 推定す る 文字 サイ ズは， 

視覚 的 病歴の ない 健 常な 人 を 対象と して 導出され る ものであって， 眼疾 患の ある 人， 及び 弱視 者な ど 視覚 
に 障害の ある 人に 対して は， 不適切と なる 場合が ある。 したがって， 文字 サイズの 設計に 当たって は， 用 
途 によって 文字 サ ィズを 推定 結果 より 更に 大きく するな ど， その 取扱いに 注意 し な ければ な ら ない。 



，作 権 法に より 無断での 複製， iliiT 战等は 禁止され ております。 



4 

S 0032 ： 2003 

付表 1 対象 者 (*) の 年齢 及び 視 距離に よる 輝度 lOOcd/m 2 における 視力 （1/。) 



年 蹄 
(歳） 


視 距離 （m) 


0.2 


0.3 


0.5 


1 


2 


3 


5 


10 


20 


30 


50 


100 


10 


1.237 4 


1.4109 


1.567 1 


1.695 5 


1.763 6 


1.786 9 


1.805 8 


1.791 9 


1.784 9 


！ .782 5 


1.780 7 


1.779 3 


12 


1.1246 


1.316 4 


1 .493 2 


1,641 2 


1.720 6 


1 .747 9 


1.770 ！ 


1.753 8 


1.745 5 


1.742 8 


1 .740 6 


1.739 


14 


1.022 1 


1.228 3 


1 .422 8 


1.588 6 


1 .678 6 


1,709 8 


1.735 1 


1.7165 


1.707 1 


1 .703 9 


1.701 4 


1 .699 6 


16 


0.929 


1.1460 


1.355 7 


1,537 7 


1.637 7 


1.672 5 


1.700 8 


1.680 


1.669 5 


1.666 


1 .663 2 


1.661 1 


18 


0.844 3 


1 .069 3 


1 .291 8 


1,488 5 


1.597 8 


1.636 


1.667 2 


1.644 3 


1.632 7 


1.628 8 


1.625 7 


1.623 4 


20 


0.767 4 


0.997 7 


1.230 8 


1 ,440 8 


1.558 8 


1 .600 3 


1.634 3 


1.609 3 


1.596 7 


1.592 5 


1.589 2 


1.586 7 


22 


0.697 4 


0.930 9 


1.172 8 


1 .394 6 


1.520 8 


1.565 4 


1.602 


1.575 1 


1.561 5 


1.557 


1.553 4 


1.550 7 


24 


0.633 9 


0.868 6 


1.1175 


1.350 


1 .483 7 


1.531 2 


1.570 3 


1.541 6 


1.527 1 


1.5223 


1.518 5 


1.5156 


26 


0.576 1 


0.810 4 


1 .064 8 


1 ,306 7 


1.447 6 


1 .497 8 


1.539 3 


1.508 8 


！ .493 4 


1.488 3 


1.484 3 


1.481 3 


28 


0.523 6 


0.756 1 


1.0146 


1 .264 9 


1.4123 


1.465 1 


1.508 9 


1.476 7 


1 .460 5 


1.455 2 


1 .450 9 


！ .447 7 


30 


0.475 9 


0.705 5 


0.966 7 


1 ,224 3 


1.377 8 


1.433 2 


1.479 


1 .445 3 


1 .428 3 


1.422 7 


1.4182 


1.4149 


32 


0.432 5 


0.658 3 


0.921 1 


1,185 1 


1.344 2 


1.401 9 


1 ,449 8 


1.414 6 


1.396 9 


1.391 


1,386 3 


1.382 8 


34 


0.393 1 


0.6142 


0.877 7 


1,147 1 


1.311 5 


1.371 3 


1.421 2 


1.384 5 


1.366 1 


1.360 


1.355 1 


1.351 5 


36 


0.357 3 


0.573 1 


0.836 3 


1.1104 


1.279 5 


1.341 4 


1.393 1 


1.355 


1.336 


1.329 7 


1.324 7 


1.320 9 


38 


0.324 7 


0.534 7 


0.796 9 


1 .074 8 


1 .248 3 


1.312 ] 


1.365 6 


1.326 2 


1.306 5 


1.300 


1 ,294 8 


1.291 


40 


0.295 1 


0.498 9 


0.759 3 


1 .040 4 


1.2179 


1.283 5 


1.338 6 


1.298 


1.277 7 


1.271 


1.265 7 


1.261 7 


42 


0.268 2 


0.465 5 


0.723 5 


1,007 1 


1.1882 


1.255 5 


1.312 1 


1,270 4 


【249 6 


1.242 7 


1.237 2 


1.233 2 


44 


0.243 8 


0.434 3 


0.689 4 


0.974 8 


1.1592 


1 .228 1 


1.286 2 


1 .243 4 


1.222 


1.2150 


1 .209 4 


1.205 2 


46 


0.221 6 


0.405 2 


0.656 8 


0,943 6 


1.1309 


1.201 3 


1.260 8 


1.2169 


1,195 1 


1.1879 


1 . 1 82 2 


1.1779 


48 


0.201 4 


0.378 1 


0.625 9 


0.913 4 


1.1034 


1.175 J 


1.235 9 


1.191 1 


1.1688 


I.I6I 4 


1.155 6 


1.151 2 


50 


0.183 


0.352 8 


0.596 3 


0.884 1 


1.076 5 


1.149 5 


1,21 1 4 


1.165 7 


1.143 


1.135 5 


1.1296 


1.125 1 


52 


0.166 3 


0.329 2 


0.568 2 


0.855 8 


1.050 2 


1.1244 


1.187 5 


1.1409 


1.1178 


1.1 102 


1.1042 


1 .099 7 


54 


0.151 2 


0.307 1 


0.541 4 


0.828 4 


1 .024 6 


1 .099 9 


1.1640 


1.1167 


1.093 2 


1.085 5 


1 .079 3 


] .074 7 


56 


0.137 4 


0.286 5 


0.515 9 


0,801 8 


0.999 6 


1 .075 9 


1.141 


1 .092 9 


1.069 1 


1.061 3 


1.055 


1.050 4 


58 


0.124 9 


0.267 4 


0.491 6 


0.776 1 


0.975 3 


1.052 4 


1.118 5 


1 .069 7 


！ .045 5 


1.037 6 


1.031 3 


1 .026 6 


60 


0.113 5 


0.249 5 


0.468 4 


0.751 3 


0.95] 5 


1.029 4 


1.096 4 


1.046 9 


1.022 5 


J.0I45 


1.008 1 


1 .003 3 


62 


0.103 2 


0.232 8 


0.446 3 


0.727 2 


0.928 3 


1.007 


1.074 7 


1.024 7 


1.000 


0.991 9 


0.985 4 


0.980 6 


64 


0.093 8 


0.2172 


0.425 2 


0.703 9 


0.905 6 


0,985 


J. 053 5 


1.002 9 


0.977 9 


0.969 7 


0.963 2 


0.958 4 


66 


0.085 2 


0.202 6 


0.405 2 


0,681 4 


0.883 6 


0.963 5 


1.032 7 


0.981 5 


0.956 4 


0.948 1 


0,941 6 


0.936 7 


68 


0.077 4 


0.189 1 


0.386 1 


0.659 5 


0.862 


0.942 5 


1.012 3 


0.960 7 


0.935 3 


0.927 


0.920 4 


0.915 5 


70 


0.070 4 


0.176 4 


0.367 9 


0,638 4 


0.841 


0.921 9 


0.992 2 


0.940 2 


0.914 7 


0.906 3 


0.899 7 


0.894 7 


72 


0.064 


0.164 6 


0.350 5 


0.6180 


0.820 5 


0.901 8 


0.972 6 


0.920 2 


0.894 5 


0.886 1 


0.879 4 


0.874 5 


74 


0.058 1 


0. 1 53 6 


0.334 


0.598 2 


0.800 5 


0.882 1 


0.953 4 


0.900 7 


0.874 8 


0.866 4 


0.859 6 


0.854 7 


76 


0.052 8 


0.143 3 


0.3182 


0.579 


0.781 


0.862 9 


0.934 6 


0.881 5 


0.855 5 


0.847 


0.840 3 


0.835 3 


78 


0.048 


0.133 7 


0.303 2 


0.560 5 


0.761 9 


0.844 1 


0.916 1 


0.862 8 


0.836 7 


0.828 2 


0.821 4 


0.8164 


80 


0.043 7 


0.1247 


0.288 9 


0.542 5 


0. 743 4 


0.825 7 


0.898 


0.844 4 


0.8182 


0.809 7 


0.802 9 


0.797 9 



注 * ここで 対象 者と は， 視覚 的 病歴の ない 健 常な 人 をい う。 



'あ f1 着 法に より 無断での 複製， 'lui 戟 等は禁 ||: されて おり ます。 



付表 2 



輝度 （cd/m2) 


輝度 補正 係数 


0.01 


0.028 


0.02 


0.101 2 


0.03 


0.143 9 


0.04 


0.174 3 


0.05 


0.197 8 


0.06 


0.217 1 


0.07 


0.233 4 


0.08 


0.247 5 


0.09 


0.259 9 


0.1 


0.271 


0.2 


0.344 2 


0.3 


0386 9 


0.4 


0.417 3 


0.5 


0.440 8 


0.6 


0.460 1 


0.7 


0.476 4 


0.8 


0.490 5 


0.9 


0.502 9 




0.514 


2 


0.587 2 


3 


0.629 9 


4 


0.660 3 




0.683 8 


6 


0.703 1 


つ 


0.7194 


8 


0.733 5 


9 


0.745 9 


10 


0.757 


20 


0.830 2 


30 


0.872 9 


40 


0.903 3 


50 


0.926 8 


60 


0.946 1 


70 


0.962 4 


80 


0.976 5 


90 


0.988 9 


100 


1.000 
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輝度 補正 係数 Ud 



輝度 （cd/m2) 


輝度 補正 係数 


100 


1.000 


200 


1.035 8 


300 


1.056 8 


400 


1.071 6 


500 


1.083 2 


600 


1.092 6 


700 


1.1006 


800 


1.1075 


900 


1.1136 


1 000 


1.1190 


2 000 


1.154 8 


3 000 


1.175 8 



： 教作拖 法に より 無断での 複製， 転 政 等は禁 I 卜されて おります。 



6 

S 0032 ： 2003 



附属 書 1 (参考） 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法 



この 附属 書 （参考） は， 本体に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

序文 この 附属 書 は， 日本語 文章の 視覚 的な 読みやすさ を， 様々 な 観測 条件に おいて 評価す る 方法 を參考 
と して 記載す る。 

1. 適用 範囲 この 附属 書 は， 平仮名， 片仮名， アラビア数字， 及び 漢字 を 含む 日本語 文章の 視覚 的な 読 

みやす さ を 評価す る 場合に 適用す る。 日本語 文章の 意味 及び 理解 度の 分かりやす さに 関する 評価に は 使用 
しない。 日本語 文章 は， ドット 式の 電子 ディスプレイ を 除く 一般の 視覚 表示物 を 対象と して， 様々 な 文字 
サイ ズ， 文字 間 余白 及び 行間 余白の 文章に 適用す る。 1 行の 文字 数 は 5 文字 以上， 文章の 行数 は 3 行 以上 
ある ことが 望ましい。 



2. 定義 この 附属 書で 用いる 主な 用語の 定義 は， 本体 3. 及び JISZ8113 (照明 用語） による ほか， 次に. 

よる。 

a) 相対 文字 サイズ 文字 サイズ を サイズ 係数 で 除して 補正され た 文字 サイズで， ポイントで 表す。 

b) 文字 間 余白 ある 文字 サイズの 文章に おける 隣接す る 二つの 文字の 間げ き （隙）。 1 文字の 大きさ を 単 
位と して 表す （附属 書 1 図 1 参照）。 



文字 間 余白 



一 M 
行間 余白 



圖圏 SESffl 



附属 書 1 図 1 文字 間 余白 及び 行間 余白の 定義 

C) 行間 余白 ある 文字 サイズの 文章に おける 隣接す る 二つの 行の 間げ き。 1 文字の 大きさ を 単位と して 

表す （附属 書 1 図 1 参照）。 

d) 読みやすさ 見やす さ， 弁別し やす さな どに 基づいて 判断した 文章の 視覚 的な 読みやすさ。 

e) 読みやすさ 評価 値 読みやすさの 程度 を， "全く 読めない" から "非常に 読みやすい" まで を， 主観 
的に から 5 まで 6 段階に 尺度 化 し た も の。 

3. 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法 

3,1 評価 値の 求め 方 日本語 文章の 読みやすさの 評価 値 は， 次の 手順に 従って 計算す る。 

a) 対象 者 （年齢 メ 歳）， 観測 条件 （視 距離 Dm， 歸 度ん cd/m 2 ) から， 観測 条件に おける サイズ 係数 S を， 



：:；^^ 作 梅 法に より 無断での 複製， ^截等は^^|.1:されてぉり ますし 
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本体 5. に 規定す る 計算 式に よって 計算す る。 
b) 文章 を 構成す る 文字 サイズ P (ポイント） と サイズ 係数 S とから， 相対 文字 サイズ 尸' V (ポイント） を， 
式 (1) によって 求める。 



こに， 



(0 



P 

S 



相対 文字 サイズ （ポイント） 
文字 サイズ （ポイント） 
サイズ 係数 



C) 文字 サイズに 対する 読みやすさ 評価 値/? を， 式 (2) によって 求める C 
=0 (0 ^ Ps<4y 

Rs =6 log (な） _ 3.7 (4 2 ^30) 
As' 二 5 (30 く 

ここに， 文字 サイズに 対する 読みやすさ 評価 値 
Ps: 相対 文字 サイズ （ポイント） 
文字 間 余白 に 対す る 読み やす さ 評価 値 R ('を, 式 (3) に よって 求める。 

C 



(2) 



d) 



R(、 ニ- (U75- 
こに， Rc 
C 



文字 間 余白に 対す る 読み やす さ 評価 値 
相対 文字 サイズ （ボイ ント） 
文字 間 余白 



(3) 



e) 行間 余白に 対する 読みやすさ 評価 値/?;^ を， 式 (4) によって 求める C 



Rn 二 0. 844 が— o.o' 2 ,:s.+o. 33) 



(4) 



'に， 



八 八' 
Ps 
N 



行間 余白に 対する 読み やす さ 評価 値 
相対 文字 サイズ （ボイ ント） 
行間 余白 



f) 文字 サイズ， 

つて 求める。 



文字 間 余白， 及び 行間 余白の 影饗を 統合して， 全体の 読みやすさ 評価 値 だ を， 式 (5) によ 



(5) 



ここに， R 

3.2 読みやすさ 評価 値の 分類 及び 評価 

類 及び 評価 を 行う。 



全体の 読みやすさ 評価 値 
文字 サ ィ ズ に対する 読み やす さ 評価 値 
文字 間 余白 に 対す る 読み やす さ 評価 値 
行間 余白に 対す る 読みやすさ 評価 値 

附属 書 1 表 1 に 従って， 式 (5) で 得られた 読みやすさ 評価 値の 分 



普 作 権 法に より 無断での 複製， ぎ€等 は禁 |1: されて おり ます。 
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附属 書 1 表 1 読みやすさの 分類 



評価 値 


読みやすさ 評価 


4.D 以上 ：） 以下 


非 ぼに gTC みやすい 


3.5 以上 4.5 未満 


やや 読みやすい 


2.5 以上 3.5 未満 


普通 


1.5 以上 2.5 未満 


やや 読み づ らい 


0.5 以上 1.5 未満 


非常に 読み づ らい 


以上 0.5 未満 


読めない 



：；^ 作棍 おこより 無断での 視製， '((/^^！^等は^^止されてぉり ます、, 
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ボイ ン ト 


匪 換算 




1.054 




1.757 




2.460 


8 


2.81 1 


9 


3.163 


10 


3.514 


12 


4.217 


14 


4.920 


16 


5.622 


18 


6.325 


20 


7.028 


24 


8.434 


28 


9.839 


36 


12.650 


48 


16.867 


72 


25.301 



附属 書 2 (参考） 日本語文字 サイズの 寸法と その 例 



この 附属 書 （參考 ） は， 本体に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

1. 適用 範囲 この 附属 書 は， JISZ 8305 (活字の 基準 寸法） に 基づく 日本語文字 サイズの 寸法， 及び そ 
の実寸 例に ついて 規定す る。 

2. 日本語文字 サイズの 寸法と その 例 日本語文字 サイズ （ポイント） の 寸法 を 附属 書 2 表 ，に， その実 
寸例を 附属 書 2 図 1 に 示す。 

附属 書 2 表 i 文字 サイズ （ポイント） の 寸法 



附属 書 2 図 1 文字 サイズ （ポイント） の 実寸例 



^作拖 法に より 無断での 複製， '11；：；舰，は^^||:されてぉり ます。 



文字 サイズ 



3 ポ イン 卜 
7 ポ イン 卜 
10 ポイント 

14 ポ イン 卜 
18 ポ イン 卜 

24 ポ イン 卜 
36 ポ イン 卜 



48 ポ イン 卜 



72 ポ イン 卜 




ゴシック 体 
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JIS 3 0032:2003 

高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
視覚 表示物 一 
曰 本 語 文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定 方法 

解 説 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 

規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1. 制定の 趣旨 高齢 社会 及び 情報技術 （IT) 時代の 急速な 進展に 伴い， 社会生活に とって 必要性の 増し 
た 文字 報が， 特に 視力の 低下した 高 i; 冷 者に とって 読み づ らい 場合が 多くな つた。 交通 標識， 避難 標識， 
駅 公園な どの 公共 空間に おける 案内 板， 券売機， 家電 製品， 薬 容器な どに おける 安全 を 規定す る 説明書き 
及び 注意書き， さらに， 地図な どに 使用され る 文字， これらの 文字 は 高齢者 を 含む より 多くの 人に とって 
読みやすい ものでなくて はならない。 一方， ISO/COPOLCO (国際 標準化 機構/消費者 政策 委員会） への 日 
本の 提案に よって 審議が 開始され た ISO/mC ガイ ド 71 (Guidelines for standards developers to address the 
needs of older persons and persons with disabilities ； 規格 作成に おける 高齢者， 障害者の ニーズへの 配慮 ガイ 
ドラ イン） 力 坪 成 13 年に 制定され， 高齢者 • 障害者に 配慮した 規格 作りの 推進が 求められる とともに， 我 
が 国で も 日本 工業 標準 調査 会 消費者 政策 特別委員会 において "標準化に おける 消費者 政策の 在り方に 関す 
る 提言 書" がま とめられ， 読みやすい 文字の 大きさ や フォント を 規定す る 必要性が 指摘され た。 こうした 
背景から， 文字 を 設計す る 際の 指針と して， 様々 な 環境 下で， 高齢者 を 含む 様々 な 年齢の 観測者が， 曰 本 
語 1 文字 を 読む ことので きる 文字 サイズの 推定 方法に ついて J1S を 制定す る こと とした。 様々 な 環境 要素 
の 中で は， 特に 視力 特性に 影響を及ぼす と考えられる 視 距離， 及び 輝度 レベルの 二つの 要素 を 年齢 変化 を 
考慮して 取り上げた。 

なお， この 規格 は， 視覚 的 病歴の ない， 高齢者 を 含む 健 常な 人 を 対象と した 視覚 表示物の 設計 指針で あ 
る 力、 眼疾 患の あ る 人， 及び 弱視 者 な ど 視覚に 障害の ある 人に とっても 文字 サ ィ ズの 設計 は大 き な 問題で 
ある。 しかしながら， 障害の 種類 やその 程度に よって 可読 文字 サイズ は 大きく 変化し， これに 関する 実証 
データ も 極めて 少ない。 眼疾 患の ある 人 や 弱視 者な ど 視覚に 障害の ある 人に 対する 設計 指針 は， 今後 研究 
が 更に 進展し， デ一 夕が 整備され る ことによって 実現す る こと を 期待す る。 また， この 規格 は， これらの 
人々 を 対象と して 既に 個別に 配慮され ている 視覚 表示物の 設計変更 を 意図した もので はない。 

2. 制定の 経緯 この 規格 は， 通商産業省 工業技術 院 標準 部 （現 経済 産業 省 産業 技術 環境 局 基準 認証 ュニ 
ッ ト） による 標準 基盤 研究 制度の 一環と して， 工業技術 院 生命工学 工業技術 研究所 （現 独立 行政法 人 産業 
技術 総合 研究所)， 及び 製品 評価 技術 センター （現 独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構） が 実施した 共同 研 
究 "視力と 最適 文字 サイ ズの 評価 法の 検討 及び データ 収集" （平成 11 年度〜 平成 13 年度） の 主要な 成果 を 
とりま とめた ものである。 

解 1 

:；»^作権法にょ り無断での複製， 等は禁 |1:： されて お り ます. 
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当該 研究で は， ランドルト 環視 標で 定義され た 視力 を 様々 な 年齢， 輝度 レベル， 視 距離に おいて 総勢 111 
名の 観測者に ついて 計測し， それぞれの 要因に よる 視力の 変化の データベース を 作成した。 さらに， ほぼ 
同じ 観測者， 同じ 環境に おいて， 日本語 1 文字の 可読性， 及び 日本語 文章の 読みやすさ に関する データ を 
収集した。 この 規格 は， これらの 研究 成果のう ち， ランドルト 環視 力の データベース を 基礎と して， 日本 
語 1 文字の 最小 可読 文字 サイズに 関する 研究 成果 を まとめた ものである。 

なお， 文章の 読みやすさ に関する 成果 は， この 規格の 附属 書 1 (参考） として 掲載し， 関係者の 意見 を 
広く 踏まえた 上で 更に 詳細な 検討 を 加え， 今後， 独立した JIS として 制定 提案す る 予定で ある。 

この 規格 は， 平成 14 年 7 月， JIS 原案 作成 委員会 （委員長 神 作 博） が 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研 
究所 内に 設置され， 平成 15 年 3 月まで J1S 原案 作成の 審議が 行われ， パブ リ ック コメント を 求めた うえで， 
この J1S 原案が 作成され た。 次いで， この J1S 原案 は， 日本 工業 標準 調査 会 標準 部会 消費生活 技術 専門 委 
員 会 （委員会 長 小川 昭ニ郎 ） の 審議 を 経て， 平成 15 年 10 月に 日本工業規格 （JIS) として 制定され た。 

3. 審議 中 問題と なった 事項 

3.1 規格 名称 及び 適用 範囲に ついて この 規格の 原案 審議の 過程で パブ リ ック コメント を 求めた ところ， 
規格 名称 を "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 - 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定 方法" と 
するならば， 適用 範囲の 対象 を "視覚 的 病歴の ない 健 常 者" に 限定せ ず" 弱視 者" も 対象と すべきで ある。 
対象に できないならば 規格 名称から "障害者" を 削除すべき である。 という 主旨の 意見が 出された。 

この 規格で は， 弱視 者 を 含む 視覚 障害者 は 対象から 除外され ている 力、 その 理由 は 以下の 2 点に ある。 
一つ は， 視覚 障害者 は 障害の 種類 や 程度が 多岐に わた り， 現段階で は 規格 を 作成す るた めの 視力 データ， 
文字 読 取 り デー タ な どが 完備 していな いこと である。 二つ目 の 理由 は， 文字 サ ィ ズの 設計に 関する 指針が 
全く 存在し ない 現状で は， 多数の 健 常 者 を 対象と した 規格 を， この 分野の 基準と してまず 構築す る ことが 
急がれる ことで ある。 弱視 者な ど 視覚 障害者 を 対象と して 文字の 設計 を 行う 場合 は， その 用途に よって 健 
常 者 と は 別に 適切な 文字の 大きさが 必要に な る こと は 言う ま でもない が， こ の 場合， 健 常 者の 基準 を 参考 
にして 行う と， 適切な 文字 設計が よ り 行い やすくなる と考えられる。 

規格 名称に ある "高齢者' 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一" は 規格 分類 上の 分野 を 示す もの， すな 
わち， この 規格が， "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針" という 大分 類， 及び" 視覚 表示物" という 中分 類の 下 
に 位置付けられる こと を 示す もので あり， この" 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針" という 範 ちゅう （疇） に 
は， 障害者 だけ を 対象に する もの， 高齢者 だけ を 対象と する ものな ど， 様々 な ものが 今後 考えられる。 こ 
の 規格 もこの 大分 類範 ちゅうの 一つで あり， 特に 視覚 的 病歴の ない， 高齢者 を 含む 健 常な 人 を 対象と した 
規格で ある。 今後 この 分野の 一連の 規格 作り を 進める ことによって， 高齢者 や 障害者の すべてに 対する 要 
求 を 満たす こと を 期待して いる。 

これらの 背景 や 趣旨 を 踏まえて 審議 を 行った 結果， 規格 名称 及び 適用 範囲 は， 当初 原案 どおりと する こ 
とに した。 

3.2 5 m 矯正視力 データと 近距離に おける 適用に ついて この 規格の 基盤と なる 111 名の 観測 対象 者の 

視力 データ は， すべて 5m にて 視力 矯正し， そこで 最大の 視力 を 得る 矯正 レンズ を 用いて 得られた。 この 
データに おいて， 高齢者 は 近距離に なるほど 加齢の 影響に よって 視力が 低下す る。 このため， 最小 可読 文 
字 サイズ は 大きく 推定され る。 しかしながら 実際で は， 高齢者 は 5 m より 近距離で 矯正した レンズ 又は 遠 
近 両用 の レンズ を 用いて 見る ことが 多く， こ の 規格で 推定 さ れ る 文字 サ ィズ よりも 小さ な 文字 サ ィ ズで読 
める 場合が 多い。 原案 作成 委員会で は， 新聞， 雑誌な ど を 見る ような 近距離で 高齢者に 対して この 規格 を 
適用す る 可否が 問題と なった。 

解 2 
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実際 に 高齢者が どのよう な 近距離 矯正 レンズ を 使用して いるか を 把握す る こと は 難しい。 矯正の 程度 や 
使用 環境 も 個人の 好み によって 大きく 異なる ので， これら の 矯正 条件 を 基準 値 や 平均 として とらえる こと 
は 難しい。 こ うした 矯正 基準の ない 現実 を 踏ま え， この 規格で は JIS や ISO の 視力 測定で 指定され た 5 m 
矯正 を 採用した 点ば 止む を 得ない。 高齢者に とって は 5m よ り 近距離で はや や 大きな 最小 可読 文字 サイズ 
を 推定す る 傾向 にある が, この 値 はこ れ 以上 大 きくす る 必要の な レ ^ 限界 値 を 示す ものと 理解す る 。 

この 規格 は 固定した 推奨 値 を 示す もので はなく， 指針 を 示す こと， すなわち， 推定 値の 使い方 は， 現実 
場面での 文字 数 や スペースの 要求に 応じて ある 係数 を 乗じて 使用で きる 点が 指摘され た。 最適 文字 サイズ 
の 設計に 関する 基準が 全く 存在し ない 現実 を 踏まえれば， 輝度 や 距離 や 年齢が 様々 に 変わる 環境に おいて 
一つの 共通の 尺度 を 提供す る こ と は， 指針と して 有効で ある こ と も 指摘され た。 

結論と して， 5 m 矯正に 基づく この 規格の 意味 や 適用 上の 注意 を 明確に する こと， 新聞， 書籍な ど は 主 
たる 適用 例と して 掲げない こと， で 適用 上の 問題 を 解決す る ことと なった。 また， 近距離の 矯正視力 によ 
るよ り 現実に 近い 推定 値 を 加える 点に ついては 将来の 課題と した。 

3.3 5 m 矯正視力 データ を 遠距離に 外 挿す る 方法に ついて 5 m における 視力 矯正 データの もう 一つの 
問題 は， 本体 付表 1 における 5m より 遠方の 視力 を どのように 外 挿す るかで ある。 基礎と なる 実験 データ 
は 5 m ま で 得 られ ている が, 標識な ど 遠方の 視覚 表示物への 適用 を 考慮す ると データ 外 挿 は 必要 不可欠で 
ある。 5 m で 矯正した 場合に は， それより 遠方の 視力に ついての 考え方 は， 次の 3 通り ある。 

a) 5 m 以下の データの 近似 式 を 単純に 延長す る。 

b) 5m における 視力 を そのまま 一定 値と して 延長す る。 

C) 5 m 以下の 視力 データの 近似 式 を ディオプ ター 軸 （距離の 逆数） にて 対称に 折り返して 適用す る。 

5 m から 無限 遠までの レンズの 屈折 力の 変化 はわず かで は ある 力；， 5 m における 視力が 遠方で 更に 良く 
なる 力、， 一定で ある 力、， 又は 再び 焦点 ぼけな どに よって 低下す るか， 考え方 は 分かれる。 特に データのば 
らっ きも 含めて 考える とどの 場合 も あり 得る。 最終的に 審議 委員会での 意見 を 踏まえ， 技術的な 再検討 を 
加えた 結果， 理論的に 最も 支持され る C) 案 を 採用す る ことにした。 データに 基づいた 定量 的な 扱いに つ 
いて は， 解説 5.2 に 記載す る。 

3.4 電子 式 ディスプレイへの 適用に ついて この 規格で は， 適用 範囲に おいて ドッ ト 式の 電子 ディ スプ 

レイ を 除く こと を 明記して いる。 これ は， 基礎と なる 実験 データが 印刷物に よる 高 解 像， 高 コント ラス ト 
の 文字に 対 して 得られた ものと いう 理由に よる。 電子 式の ディスプレイ は 解像度 や コントラスト が 様々 で 
あり， この 規格の 適用 を 保証す るに は 問題が 多い。 審議 過程で は， 最新の ディスプレイ は， 印刷物に 匹敵 
する 解像度 を もつ もの も あり， また， 低 解像度 ディスプレイ でも 遠距離で 見る 場合 は， 高 解像度と みなす 
こと も 可能で ある ことが 指摘され た。 したがって， 条件 を 限定して 適用 範囲に ドット 式 電子 式 ディ スプレ 
ィの 文字 も 加える べきとの 意見 も 出た。 検討の 結果， 電子 式 ディスプレイ は， 解像度 や コントラスト を 限 
定 する ことが 難しく， また， これらの 条件 を 満足しても 反射 物体と 自発 光物 体の 視覚 的な 差 は 依然 残され 
るので， これらに 対する 適用 は， 今後 実験 データな ど を 用いて 確認す るまで は， 控える べきとの 結論に 至 
つた。 

3.5 コントラスト 及び 文字 色の 影響に ついて この 規格で は， 文字 を 白地に 黒の ような 高い コン トラス 

トを もつ 文字 を 対象と した。 高い コントラストと は 一般の 白黒の 印刷物， 冊子， 表示 ラベル， 看板な どで 
見られる ものである。 文字の 色 は， 特に 限定し ない。 例えば， 青 インクの 文字な ど， コントラストが 高け 
れば 十分 適用 可能で ある。 ただし， コントラスト は 文字の 見え 方に 影響を及ぼす 重要な 要素の 一つで あり， 

この 要素の 定量 的な 取扱いが, 論と なった。 
基礎と なる 視力 データで は， 視力 視標と 背景の コントラスト （背景に 対する 文字の 輝度 比の 絶対値） が 
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およそ 100% から 60 o/o に 低下しても， どの 年代の 観測者で も 視力の 低下が 0.1〜0.15 程で あり， また， 20% 
に 低下しても 0.2 から 0.3 にすぎない こと を 確認して いる。 したがって， 一般の 白黒の 印刷物で 見られる お 
よそ 90 % の コント ラス 卜の 文字 や， 色文 字の 場合で もお よそ 40〜50 o/o 以上の 高コン トラス ト 文字 は， 実 
験 データの 誤差 も 踏まえて， すべて 適用 範囲と しても 大きな 問題 は 生じない。 ただし， この 規格で は， コ 
ン トラスト を 変数と した 視力 変化の 全容 は 捕らえて おらず， この 点 は 今後の 課題と して 残される。 特にお 
よそ 20 % 以下の 低 コントラスト では， 視力 は 急激に 低下して いく ことが 知られて いる。 審議 過程で もこ 
の 点が 指摘され， コントラストの 影響の 重要性が 認識され た。 この 規格で は， 実用 上 適用の 広い 高 コント 
ラスト 文字 を 優先的に 対象と した。 今後の 課題と して， 低 コントラストの 文字に 関しても， データ を 収集 
して コントラスト 全体の 影響 を 盛り込む ことが 要望され た。 また， コントラストの 議論に 関連して， 黒地 
に 白文 字と 白地に 黒文字の 逆 コント ラス 卜の 影響に ついて 議論され， これにつ いても 今後の 検討 課題と な 
っナ" 

3.6 文章の 読みやすさ 評価 式に ついて 附属 書 1 (参考） に 示す 文章の 読みやすさの 評価 方法に ついて 
は， 読みやすさ を 文字 サイズ， 文字 間 余白， 行間 余白の 三つの 効果の 線形な 和で 表す 根拠が 議論され た。 
特に， 文字 間 余白 及び 行間 余白 は 相互作用が 考えられ， この 効果 を 入れる べきとの 指摘が あった。 

この 附属 書の 基礎と なる 文章 判読 データで は， 文字 サイズ 効果が 主たる 要因と なり， 明確に 文字 間-行 
間の 相互作用 は， 分析に おいて 見られて いない。 また， この 附属 書で 示した 文字 間 余白 や 行間 余白の 効果 
は， それぞれ 余白な しからの 相対的な 影響で 定義され ており， 独立した 効果と して 定義し やすいよう に処 
理 されて いる。 これらの ことから， 文字 間 余白 及び 行間 余白に 関して は， 現段階で は 最適な 手法 は 確立で 
きず， 将来 類似の 研究 成果 を 参照しながら， 改良して いく 必要性が 指摘され た。 

3.7 用語に ついて この 規格で は， 日本語文字 1 文字 を 読む ことができる 最小の 文字 サイズ， すなわち， 
"可読 （性)" という 概念から "最小 可読 文字 サイズ" という 用語 を 用いて 表現した。 これ は， この 規格が 
引用す る JISZ8U3 (照明 用語） のネ既 念に よる。 ほかに "視認 （性)" という 用語 も 考えられ， 人間工学 分 
野で は それ を 用いて いる。 また， "可読 （性）" は， 文章 を 対象と する 場合 も あり， この場合 はこの 規格の 
定義と 異なる。 調査の 結果， "可読性" 及び "視認 性" は 分野に よって 用い 方が 異なり， 横断 的な 統 - はと 
れ ていない ことが 判明した。 結論と して， 原案 どおり JISZ8113 に 従って "可読性" を 1 文字の 読み やす 
さとして 用いた。 英語で は 1 文字の 読みやすさ は "legibUity" に 対応し， これ は 関係す る 分野 間で は 対応 
が とれて いる。 

4. 適用 範囲 

4.1 視 距離と 適用 事例 この 規格の 主な 適用 事例 は， 視 距離お よそ 1 メートル 以上の 遠距離の 場合と お 
よそ I メートル 以下の 近距離の 場合に 分けられ， それぞれ 主たる 適用が 異なる。 視 距離お よそ 1 メートル 
以上の 遠距離の 場合 は， 駅の 案内 板， 看板， ポスター， 交通 標識な ど 野外に 掲げる 視覚 標示 物で あり， 一 
方， 近距離の 視 距離の 場合 は， 家電， 薬 容器な どに 貼られる 注意書き のように， 主として 屋内の 表示 ラベ 
ル などで ある。 近距離の 場合， 新聞， 書籍な ど， 非常に 文字 数の 多い 印刷物に 関して は， 最小 可読 サイズ 
は 特に 高齢者 を 対象と すると 大きす ぎる 傾向と なり， 文字 数が 極端に 制限され る。 こうした 場合， この 規 
格で 推定す る 文字 サイズが そのまま 適用され る こと は 難しい ことが 考えられ， そのため， 主たる 適用の 例 
から 除いた。 ただし， これ は， 適用 外 を 意味す る もので はない。 この 規格 は 文字 設計の 指針で あり， 設計 
上の 一つの 尺度 を 提供す る ものである。 その 尺度 を 適用 場面の 要求 を 踏まえて 運用す る ことで， 一つの 指 
針と して 位置付けられる。 この 意味に おいて， この 規格で 推定す る 最小 可読 文字 サイズ は， 新聞， 書籍な 
ど 印刷物に よるす ベての 視覚 表示物に 適用 可能で ある。 
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4.2 観測 対象 者 対象 者 は， 高齢者 も 含めす ベて 健 常 者 を 対象と した。 眼疾 患 は 多種多様で 特に 高齢者 
では 疾患の 程度 も 様々 である。 それらす ベて を 含めた 標準 データの 確立 は 難しい。 そこで， 眼科に 関する 
病歴な しとい う 基準に よって， 健 常な 対象 者 を 選定した。 この 手法 は， 自覚症状 のない 眼疾 患の 対象 者 を 
含む 危険 率 を も つ。 理想的に は 健 常 者の 選定 は 種々 の 眼科 的 検診に よる スク リー ニン グを 経る のが 適切で 
ある 力、 現実的に は 病歴の ない 対象 者 を 選ぶ ことによって， ほぼ 健 常 者の 基準 を 満たして いると 考えられ 
る。 

対象 者の 年齢 は， 基礎と なる 視力 データの 対象 者の 年齢の 13 歳から フ8 歳に 従って， 10 歳から 80 歳 ま 
でと した。 データの 信頼性 を 踏まえて， 許容で きる 範囲と してや や 範囲 を 拡大した。 高齢者 配慮の 規格の 
精神から 80 歳 以上まで 年齢 を 広げる こ と も 考えられ たが， 80 歳 以上の 視力 変化 は 参照で きる データが 少 
なく 予測す る こと は 難しい， との 審議 過程での 指摘 を 踏まえ， この 規格の 基礎 データに 忠実な 範 H と して 
10 歳から 80 歳までと した。 

5. 規定 項目の 内容 

5.1 観測 条件 観測 条件の 範囲に ついては， この 規格の 基礎と なる 視力 実験 データの 計測 範囲， すな わ 
ち， 輝度 0，05〜1 000 cd/m 2 ， 視 距離 0.3〜5 ni, 及び 年齢 13〜78 歳の それぞれの 範囲に 基づく ものである 
が, 本体 付表 1 及び 付表 2 に 示された 年齢， 視 距離， 及び 輝度 レベルの 範囲 は， 解説 4. 又は 次に 記載す る 
実験 近似 式 を 踏まえて， データ の 信頼性 を 保持で きる 範囲 で 適切 に 外揷 し た 。 

なお， 照度から 輝度 を 求める 場合 は， ランベルト 面 （散乱が 各方 向に 対して 均等に 拡散す る 面） と 仮定 

すれば， 次の 式 (1) で 求められる。 

L^pE/K • (1) 

ここに， い 輝度 （cd/m2) 

P ： 反射 物体に おける 反射率 
E ： 照度 （IX) 

5.2 観測 対象 者の 年齢 04 歳） 及び 視 距離 （Z)m) 力、 ら 輝度 lOOcd/m 2 における 視力 を 求める 根拠 視力 

は， 見る 対象 物までの 距離 （視 距離） によって 変化す る。 さらに， この 変化の 様子 は 年齢に よって 異なる。 
解説 図 1 は， 前述の 標準 基盤 研究" 視力と 最適 文字 サイズの 評価 法 及び データ 収集" によって 得られた 様々 
な 年齢の 観測者 111 名の 視力 を， 五つの 異なる 視 距離 ごとに 表した ものであって， この 規格の 基礎と なる 
データの 一部で ある。 視標は 白地に 黒の ランドルト 環 を 用い， ほぼ 100 o/o の コントラストの 無 彩色の 印刷 
物で ある。 また， 輝度 レベル は lOOcd/m 2 である。 

解説 図 1 のように 縦軸に 視力 を 対数 尺度で 表し 横軸に 年齢 をと つて 表すと， どの 視 距離に おいても 年齢 
と ともに 視力が 徐々 に 低下す る 様子が 見られる。 視 距離が 短くなる につれ この 低下の 程度が 大き く なる。 
この 変化 を 対数 線 型の 近似 式で 表現す る ことができる。 図の 直線 は その 近似 式 を 表し， その 傾きが 距離に 
依存す る 様子が 分かる。 



解 5 
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年歸 〔歳） 年驗 （膽） 

解説 図 1 視距 離別に 表した 年齢に よる 視力の 変化 



視 距離と 近似 曲線の 傾きの 定量 的な 関係 は 解説 図 2 に 示す よ う に， 視 距離 を レンズの 屈折 力に 関係 させ 
て ディオプ ター （l/m) で 表すと ほぼ 直線 関係が 得られる。 ただし， 解説 3.2 で 述べた ように， 5m で 矯正 
した 場合 は レンズ 屈折の 理論に よって 5 m よ り 遠方 は 5 ni 以下の データと 対称と なると 考えられる。 した 
がって， わずかで は あるが， ディオプ ター 軸で 0〜0，2 の間は 0.2〜0,4 の データ を 折り返して 採用す る。 こ 
れ によって， 無限 遠までの 視 距離の 傾きが 求められ， そこでの 各 年齢の 視力 値が 求められる。 式 (2a) 及び 
式 (2b) は， このよ う にして 得られた 任意の 距離に おける 視力 値 を 求める 式で ある。 



解 6 
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0.000 
-0.005 



-0.010 



-0.015 



-0.020 

0,0 1.0 2.0 3.0 4.0 

ディオプ ター [1 /距離 D(m)] 

解説 図 2 ディオプ ターで 表した 解説 図 1 の 傾きの 変化 及び 近似 式 

logKo = [-0.003 42( 1 / D) - 0.003 65]A + 0.3 (D^5 m) (2a) 

Jog^o = [0.003 42(1 / D) - 0.005 \]A + 0.3 (D>5 m) (2b) 

ここに， ド。： 輝度 lOOcd/ni 2 における 年齢 メ 歳の 観測 対象 者の 視力 

D ： 視 距離 （m) 

A ： 年齢 （歳） 

本体 付表 1 は， 式 (2a) 及び 式 (2b) に 年齢 10 歳から 80 歳まで 2 歳 ごとの， さ ら に， 視 距離 を 0,2 m から 

100 m まで ほぼ 対数 軸で 均等の 間隔の サンプル 値 を 入力して 得られた ものである。 視力 実測 データの 計測 

範囲 は 0.3〜5 m であるが， ディオプ ター 軸 上での 外揷と 適用 環境の 要求と を 考慮して 本体 付表 1 の 範囲 

0.2m〜100m を 設定した。 100 m は ディオプ ターで 表現す ると ほぼ 無限 遠 を 意味す る。 

5.3 輝度 補正 係数ん を 求める 根拠 視力 は， 輝度に よっても 変化す る。 解説 図 3 は 前述の 標準 基盤 研究 

において 得られた 観測者 ni 名の 視力のう ち， 視 距離 5 m の 視力 を 10 歳から 80 歳まで 5 歳 間隔の グルー 

プ ごとに 平均し， それぞれ 輝度の 関数と して 示した ものである。 すべての データ を lOOcd/m 2 を 基準に して 

相対的に 表すと， 年齢に 依存し ない 関数と なり， 次の 式 (3a) 及び 式 (3b) で 表される。 

ん = 0.2431og£ + 0.514 (ん^ lOOcd/m" (3a) 

んニ O.H91og ん + 0,762 (ん〉 lOOcd/nf) (3b) 

ここに， ん： 輝度 係数 

L ： 輝度 値 （cd/m2) 

式 (3a) 及び 式 (3b) は， 視 距離 5 m において 得られた ものである 力、 2 m 及び0.5 m の 異なる 視 距離に おい 
て も， 同様な 関数が 得られて いる。 本体 付表 2 は， 式 (3a) 及び 式 (3b) に 輝度 0.01 cd/nf から 3 000cd/ni 2 まで 

ほ ぼ 対数 等 間 隔 で 採 つた サン プル 値 を 入力して 得ら れた 値で ある。 




近似 直 35, の 傾き 



解 
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10 龜代 前半 
10 歳 代 後半 
20. な 〈そ 前半 
20. ほ 代 後半 
3(K'; &代 4^1 半 
30^ 代^ 半 
40 歳 代 前半 
40 歳 代 後 半 
50 磨 ft 黴 半 
50 歳 代 後半 
60 歳 代 前半 
60i^'£ 代 半 
70^ 代 前半 
70|^ 代 後半 



5.4 サイズ 係数ぶ を 定める 根拠， 及び サイズ 係数に よって 最小 可読 文字 サイズ を 表す 根拠 最小 可読 文 

字 サイズ は， 原理 的に 視力 ドに 反比例し， 視力が 一定で あれば 視 距離 Z) に 比例して 変化す る。 すなわち， 
最小 可読 サイズ は ZV 「なる 量に 比例す る。 これ を サイズ 係数と して 導入した。 この 量 は， ある 観測 条件に 

おける 視覚の 空間 的 最小 分解能 を 意味す る。 これ を 確認す るた め， 前述した 標準 基盤 研究に おいて， 曰 本 

語 1 文字 を 若年 者 47 名 （平均 年齢 22.7 歳)， 高齢者 46 名 （平均 年齢 68.4 歳） に それぞれ 判読 させ， 文字 
の 可読性に 関する 実験 データ を 収集した。 実際に 使用した 文字 は， コントラスト 力 S ほぼ 100 % の 無 彩色の 
印刷物で あ り， 観測者に 判読 させて その 判読の 正当 率 80% の 文字 サイ ズを 求めた。 書体 は 明朝体 及び ゴシ 
ック 体の 2 種類， 文字 種 は 平仮名 • 片仮名 • アラビア数字， 画数の 少ない 漢字 （画数 5〜10) 及び 画数の 
多い 漢字 （11〜15 画） の 3 種類， 視 距離 は 0.5 m 及び 2 m の 2 条件， 輝度 は 1 00 cd/m 2 及び 0.5 cd/m 2 の 2 
条件で ある。 

解説 図 4 は， 年齢と 視 距離の 異なる 4 条件に 分けて 最小 可読 文字 サイズ を 示した ものである。 それぞれ， 
文字 種， 書体， 明暗 条件の 異なる 12 条件に 対して 最小 可読 文字 サイズに 関する 個人 データ （図の 点)， 及 
びその 幾何平均 （図の 白 丸） を 示した ものである。 視 距離が 大きくな ると 可読 文字 サイズ は 大きくな り， 
また， 暗 条件で も 大きくなる。 高齢者で は 0.5 m の 距離で も 年齢に よる 近距離 視力の 低下の ため， 可読 文 
字 サイズが 大き くなる。 
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234 560 1 2 34 

サイズ 係数 S サイズ 係数 S 

a) 明朝体 b) ゴシック 体 

解説 図 5 サイズ 係数の 関数と して 表した 最小 可読 文字 サイズ [80 % 可読い き （閾） サイズ] 

近距離の 場合， この J1S 原案で 決定され る 最小 可読 文字 サイズ は， 特に 高齢者に とって は 大きく 評価 さ 
れる 場合が ある。 解説： U で 述べた ように， この 規格の 基礎と なる 視力 データ は， 通常の 視力検査の 距離 
(5 m) に 視力 矯正 をした 多数の 観測者に 基づいて いる。 この 条件 は 一般の 個人の 眼鏡 使用 環境 を 必ずし 
も 満たして いるもの ではなく， 特に 高齢者 は， 近距離で 矯正した 眼鏡 を 使用して いる 場合が 多い。 その 適 
合 度 も 個人に よって 異なる。 こうした 場合に この 規格で 規定す る 最小 可読 文字 サイズ は， 実際に 読む こと 
のでき る サイズより 大きく 推定され る。 こ の 規格で 規定す る 最小 可読 文字 サ ィ ズ は ， 文字 設計の 一つの 指 
針 を 意味す る もので あり， 現実的に は， 文字 数， 空間 面積の 問題な ど 様々 な 要求に 応じて， ある 係数 を 乗 
じて 用いる こと もで きる。 その 場合の 共通 尺度の 基準 値と して この 推定 値 は 意味 を もつ。 
5.5 視力が 既知で ある 場合の 最小 可読 文字 サイズの 推定 ある 環境に おいて は， 視力 を 輝度 ゃ視 距離 や 
年齢から 推定す る ことなく， 既知， 又は 別途 推定で きる 場合が ある。 このような 場合 は， 視力と 視 距離 か 
ら サイズ 係数 を 算出し， 対象と なる 文字 種から 本体 表 1 の 係数に 従って 本体 式 (3) から 直接， 最小 可読 文字 
サイズ を 推定す る ことができる。 一例と して 示す と， 1 m の視 距離に おいて 視力 0.1 の 観測 対象 者が 明朝 
体の 平仮名 を 読む 場合の 最小 可読 文字 サイ ズは， 次の よう にして 求められる。 

サイズ 係数： .S = 1Z0.1 = 10 

本体 表 1 から： "==8.2， わ =2.6 

最小 可読 文字 サイズ ： わ = 84.6 (ポイント） 

なお， この 推定 は， 視力と 最小 可読 文字 サイズとの 関係の 基本 特性 を 示す ものであって， 年齢の 差ゃ視 
覚 障害の 有無に かかわらず， この 視力 を もつ 者で あれば 適用で きる。 



(丄 Y 。长) id KV^^^^-^-i 
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5.6 最小 可読 文字 サイズ 推定 結果の 取扱いに 関する 注意事項の 背景 この 規格 は， 視覚 的 病歴の ない， 

高齢者 を 含む 健 常な 人 を 対象と した もので あり， 眼疾 患の ある 人， 及び 弱視 者な ど 視覚に 障害の ある 人に 
対して は， その 障害の 種類 や 程度に 応じて 別途 考慮す る ことが 望ましい。 例えば， 弱視 者の ために 配慮 さ 
れた 視覚 表示物な ど は 比較的 大きな 文字で 設計され てお り ， こ の 規格で 推定す る 文字 を そのまま 適用す る 

と， それよりも 小さくな つて 障害者に は見づ らくなる 場合 も ある。 このように， 既に 大きな 文字 サイズで 
視覚に 障害の ある 者で も 見える 文字に 対して， この 規格で 推定され る 文字 サイズ を 適用す る こと は 好ま し 

く ない。 眼疾 患の ある 人， 及び 弱視 者な ど 視覚に 障害の ある 人に 対する 文字 サイズの 設計に 当たって は， 
障害の 程度に 応じ， また， 避難 誘導 サインな ど 重要 度の 高い 用途に 応じて， 推定され た 文字 サイズ を ある 
比率で 大き くす るな ど， 推定 結果の 取扱いに 注意す る 必要が ある。 

6. 附属 書 1 (参考） における 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法の 根拠 

6.1 文字 サイズが 日本語 文章の 読みやすさに 及ぼす 影響 日本語 1 文字の 最小 可読 サイズ を 基礎と して， 

文章の 視覚 的な 読みやすさ を 評価す る ことができる。 解説 図 6 は， 前述の 標準 基盤 研究に おいて， 若年 者 
47 名， 高齢者 46 名に 対して， 2 m 及び 0.5 m の視 距離， 若年 者 及び 高齢者の 計 4 条件に おいて， 様々 な 文 
字 サイズで 構成され た 日本語 文章の 読みやすさ を， 5 段階の 主観 評価で 評価した 結果で ある。 文字 間 余白 
は 5 種類で， この 条件 ごとに 個々 の 結果 及び 全体の 平均が 示されて いる。 視 距離 及び 年齢が 異なる 四つの 
グループの データ は， どの グループに おいても 文字 サイズが 大き く なると 文章が 読み やすく なること を 示 
す。 



解 II 



に; 》^ 作 梅 法に より 無 I 祈での 複製， 'ii/^ 戦^ は 禁止され ており ます。 
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20 25 30 
文字 サイズ （ポイント） 

a) 裹 Hffi 離 2 m の « 含 



- 2 





35 5 




文字 サイズ 〔ポイント） 

高 視！ 6 麵 5m の 場合 



10 15 20 25 30 

文字 サイズ （ポイント） 

b) 若年 者， 視距敲 2 m の 場合 



35 





1 1 丫 

ズ) 


- 、，く 









— O"™ 平均 

- - ひ —— 文字 IW1 余 a ( 

― 文字 M JUS C 

--D -—. -- 文 寧 PMlS ■ 

― ：ん —一- 文 さ ； 
一)^ —— 文 羋爵糸 1^ . 



交 字 サイズ （ボ イン ト） 

d) 若年 者， 観讓 0,5 m の 場合 



解説 図 6 文字 サイズと 文章の 読みやすさ 評価 値との 関係 

読む 対象 となる 文字の サイ ズをそ の 環境に おける 最小 可読 文字 サ ィ ズで除 し た 値 は， 最小 可読 文字 サ ィ 
ズを 基準と した 共通の 相対的な 文字 サイズの 尺度と して 用いる ことができる。 P、. （相対 文字 サイズ) は そ 
の 概念で 設定した。 解説 図 7 は， P 、の 対数 軸に 対して， 4 条件 それぞれの 平均 的な 読みやすさ を 表現した 
ものである。 十分 読みやすい レベルに 達して いる 若年 者 0.5m 視距 離の データ （解説 図 7 の + 印） を 除い 
て， 相対 文字 サイズが 大き く なると 読みやすさ は 対数 線 型 的に 上昇す る。 図の 太い 実線 は 近似 式 を 表す。 
附属 書 1 (参考） の 式 (2) はこの 近似 式 を 記述した ものである。 



読みやすさ 許簡 111 みやす さ 評価 値 



解 に 



せ作拖 法に より 無断での^ 製， 械等 はまれ I： されて おります。 
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〇 ^mi^ 2 m , 0.5 m ； 若年 者 2 m 
+ 若年 者 0.5 m 



100 



相対 文字 サイズ (ポイント） 



解説 図 7 相対 文字 サイズと 文章の 読みやすさ 評価 値との 関係 

6.2 文字 間 余白が 日本語 文章の 読みやすさに 及ぼす 影響 解説 図 8 は 同じ 文章 判読 結果 を， 文字 間 余白 

の 効果 を 見る ために 整理した ものである。 年齢 及び 距離が 異なる 四つの 条件に 対して， 五つの 文字 サイズ 
ごとに 文字 間の 効果が 示されて いる。 全体 的 傾向と して， 文字 間 余白 は 増える と 読み づら く なること が 示 
されて いる。 この 効果 は， 距離 及び 年齢 を 考慮した 相対 文字 サイズで 表すと 統一的な 傾向が 見られる。 解 
説 図 9 は 相対 文字 サイズに 対して， 文字 間 余白 (隣接） からの 読みやすさの 相対的 変化の データ を 表し 
たもので ある。 明らかに 傾き 一 0.175 の 直線 関係が 見られる。 附属 書 1 (参考） の 式 (3) はこの 結果に 基づ 
いて 導 出 し た 文字 間 効果の 式で ある。 



読みやすさ 評価 値 0^、 



解 13 



；:; ^作 権 法に より 無断での 複製， ）11£^載等は^^1卜されてぉ り ます 
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読 
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や 



醇 
僵 
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(ト (ガ;； 匸 

ゆ-———.。 Z 



ベ〜 尸 



一 〇 



12 3 4 

文字 間て ： 3 
a) 高齢者， 2ni の^さ 



ヌ、. 



3 r ゝ.、 □ 



―。 •、、 、、 



―パヽ 
，、― ノ 



^ -.. 

5 



12 3 4 

文ネ!?；】^?^白 
b) 若年^ ^i::* 2 m の 合 




12 3 

文字 f お^ 白 

C) 高齢者， 視距 iB(X5m の 場合 



文リ」 r;: や: 白 

d) 若年 者， 視 距離 0.5 m の 場合 



解説 図 8 文字 間 余白と 文章の 読みやすさ 評価 値との 関係 



1,5 




■。 """"一 高齢者， 視距 10.5 r 

""""一 高 者. 視 お：' f2m 
^ —— お 年 者， 視 1；:: に i 0.5 r 

* 一一 若年 者， 視 i& 艫 2 m 
― 近 « 醒龜 



4 6 8 10 

相対 文字 間 余白 
解説 図 9 相対 文字 間 余白と 相対 読みやすさ 評価 値との 関係 



解 14 



相対 読みやすさ 評価 値 



せ 作拖 法に より 無断での Mi 製， '|(^|1|}^等は禁止されてぉ り ます。 
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6.3 行間 余白が 日本語 文章の 読みやすさに 及 ほす 影響 解説 図 10 は 同じ 文章 判読 結果 を， 行間 余白の 効 

果を 見る ため に 整理 した ものである。 五つ の 文字 サ ィ ズ ご と に 行間 余白 の 効果が 示 されて いる。 全体 的 傾 
向と して， 行間 余白 は 増える と 相対的に 読み やすくなる 傾向が みられる。 ただし， この 効果 は 行間が 半 行 
間 余白から 1 行間 余白まで 顕著で あり， それ 以上で は ほぼ 行間 余白 効果はなくなる。 行間 余白な し （0 行 
間 余白） からの 相対的な 変化 を 算出して 同様に プロットした ものが， 解説 図 11 である。 各 観測 条件の 平 
均 曲線 を 見る と， 明らかに 0.5， 1.0 の 行間 余白まで 読みやすさ は 急激に 上昇し， それ 以上 は 読みやすさ は 
ほぼ 一定と なる。 その 全体 的な 傾向 を 附属 書 1 (参考） の 式 (4) の 近似 曲線で 示した。 



1 23450 1 2345 

行間 余白 行間 余白 

a) 高齢者， 視 距離 2 m の 場合 b) 若年 者， 視 距離 2 m の 場合 



01 23450 1 2345 

行間 余白 行間 余白 

c) 高齢者， 視 距離 0.5 m の 場合 d) 若年 者， 視 距離 0.5 m の 場合 

解説 図 10 行間 余白と 文章の 読みやすさ 評価 値との 関係 



_ 平均 
~ ~ 10 ポ イン ト 

~~ A —— 14 ポイント 
― ~ □ ~ 18 ポ イン ト 
~ H —— 24 ポィ ン ト 
~ ~ 32 ポイント 




読みやすさ 評 価値 




4 3 2 1 n 

読みやすさ 評価 値 



解 15 
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1 23 4 501 2345 

行 Mi 余白 行間 余白 

a) 高鹼氣 視 E 雌 2 m の 場合 b) 着 年 者， 視£ 離 2 m の 場合 



3 




~ 一 平均 

10 ポイント 

-— —― 14 ポイント 
'- 18 ボイ ン ト 

z4 ボイ ノ卜 

—— 32 ボイ ン ト 



2 3 
行間 余白 



2 3 
行間 余白 



C) 高ら^ 者. 視距， 0.5m の 場合 d) 若年 者， 視^お 0,5m の 合 

解説 図 11 行間 余白と 文章の 相対 読みやすさ 評価 値との 関係 
6.4 文章 全体の 読みやすさ を 表す 方法， 及び 読みやすさ 分類の 根拠 文章の 読みやすさ データの 主成分 
分析に よって， 文字 サイズ 効果が 第 1 主成分と して 大きな 寄与 を 示す ことが 明らかと なり， 文字 サイズ を 
基準と して 相対的に 文字 間 余白 効果 及び 行間 余白 効果 を 表す ことが 妥当と 判断され た。 附属 書 1 (参考） 
における 文章の 読みやすさ 評価 方法 は， この 考え方に 基づいて 文章 全体の 読みやすさ を 文字 サイズの 効果， 
文字 間 余白の 効果 及び 行間 余白の 効果の 和で 表した ものである [附属 書 1 (参考） 式 (5) 参照]。 ここで， 
文字 間 余白 及び 行間 余白の 効果 は， 文字 間 余白な し， 行間 余白な し を 基準と した 相対的 変化で 表す。 

附属 書 1 表 1 の 読みやすさの 分類 は， 実験で 使用した 5 段階の 読みやすさ 評価 尺度に 基づいて 設定した。 
ここで は を "読めない" という 評価に 該当 させ， 通常 用いられる "非常に 読み づ らい" の 下位に 位置 付 
けた。 実際の 評価 値 は 0， 1， 2, 3， 4， 5 の 離散 的な 数値で ある 力、 データ 分析に おいて 等 間隔な 連続 量の 
評価 尺度で ある こと を 確認して いるが， 最終的に は 離散 的な 値に 戻して 附属 書 1 表 1 の 分類と して 用いる 
こ とが 簡便で ある。 

7. 懸案 事項 附属 書 1 (参考） に 記載した， 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法 は， 実用的に は 1 文字の 
可読性 同様に 必要性が 高い と 判断され， 将来 は 独立した 規格と する ことが 望ましい。 この 附属 書 1 (参考） 
に 示される 読みやすさ 評価 方法 は， 豊富な 実験 データに 基づいて はいる ものの， 実際の 使用 環境での 有効 
性の 検討が 残されて いる。 この JIS 原案で は 読みやすさ 評価の 基礎と なる 1 文字の 可読性 を 規定す る こと 
を 優先し， 日本語 文章の 読みやすさ 評価 方法に ついては 附属 書 1 (参考） として 示した。 この 規格が 制定 
された 後， 文章の 読みやすさの 要因 分析 や 適用 場面での 有効性 を さらに 進め， 将来 独立した 一つの 規格と 
して 制定す るの が 妥当と 思われる。 



解 16 



相対 読みやすさ 評し 値 相対 みやすさ^ 僅键 



：；^ 作 機 法に より 無断での 複製， '1[/^1|^£^は^^|1:されてぉり ます。 
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8. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 （最小 可読 文字 サイズ） JIS 原案 作成 委員会 構成 表 



(委員長） 
(委員） 



(関係者） 
(事務局） 



氏名 



所属 



神 


作 




博 


中京 大学 


三 
FJ 


山 


理恵子 


社団法人 日本 消費生活 ァ ドバイ ザ 一 • コン サルタン ト 協会 


1丄| 

石 


村 


公 


隆 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 


岡 


嶋 


克 


國曲. 


防衛 大学 校 


長 


見 


萬 里 野 


財団法人 日本 消費者 協会 


川 


原 


久美子 


主婦 連合会 


早 


間 


敏 


晴 


社団法人 自動車 技術 会 


佐 


川 




賢 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 人間 福祉 医 工学 研究 部門 


佐 


藤 


隆 


二 


大阪 工業大学 




田 


良 


一 


社団法人 新 交通 管理 システム 協会 


末 


次 


直 


明 


警察庁 交通 局 


杉 


浦 


四 


郎 


社団法人 東京都 老人 ク ラ ブ 連合会 


问 


嶋 


健 


夫 


財団法人 共用 品 推進機 構 


中 


野 




彦 


沖 電気工 業 株式会社 金融 ソリューション カンパニー システム 
機器 本部 


野 


本 


弘 


平 


三菱 電機 株式会社 デザィ ン 研究所 


八 


田 




勲 


財団法人 日本規格協会 


別 


所 


敏 


明 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 


一 


橋 




徹 


社団法人 日本 印刷 学会 


山 


□ 




勲 


. 財団法人 家電 製品 協会 


m 


橋 




行 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


氏 


家 


弘 


裕 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 人間 福祉 医 工学 研究 部門 


山 


内 




徹 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


江 


匚 1 


信 


彦 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


稲 


垣 


勝 


地 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 




勝 


博 


司 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


大 


クョ 
T 田 


敏 


彦 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 


12 


木 




保 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 



(文責 佐 川 賢） 
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せ 作 権 法に より 無断での it^E 'lii;' 成， は禁 |1: されて お り ます。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 裸 準 部 標準 調査 R [FAX(03)3405-5541 TEL(03)5 770-1 573] へ ご 速 

絡く ださい。 

★JIS 規格:5!:の正|^5^#ひ」;^行 さ れた i:^ 台 は， 次の 要領で ご 案内いた します.:、 

(1) 当 協会 発行の 月刊 "^準 化 ジャーナル" に， 正 *^ の 内容 を揭献 いたします。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産 菜 新聞" 及び "日刊 ェ莱新 ST の JIS 発行の 広告欄 
で， 正鳞 票が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正饌 票が 発行され た 場合， 自動 

的に お送りい たします： 

★JIS 規き: の ご注文 は， ^?及1に；?£部カ ス タ マーサ一 ビス 課 [TEr403)3583-8002 KAX(03j3583-0462j 
又は 下 の 当 協会 各 支部に お きましても ご注文 を 承って お り ま すので, お 申込み ください。 
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